
新小６ 分数のかけ算/わり算 

■積の大きさ 

１より大きい数をかけると、その積はかけられる数より大きくなる 

１より小さい数をかけると、その積はかけられる数より小さくなる 

 

■分数のわり算 

分数のわり算は、わる数を逆数にしてかけ算する。 

◎逆数…分子と分母を入れかえた数。かけて１になる数 

(例) 
2
3
 → 

𝟑𝟑
𝟐𝟐
  

4
5
 → 

𝟓𝟓
𝟒𝟒
 

 
3 → 

𝟏𝟏
𝟑𝟑
 

 

【分数÷整数】 【分数÷分数】 

(例１) 6
5

÷ 12 =
6
5

×
𝟏𝟏
𝟏𝟏𝟏𝟏

 (例２) 7
6

÷
14
9

=
7
6

×
𝟗𝟗
𝟏𝟏𝟏𝟏

 

 =
6 × 1

5 × 12
  =

7 × 9
6 × 14

 

 =
𝟏𝟏
𝟏𝟏𝟏𝟏

  =
𝟑𝟑
𝟒𝟒

 

 

 １より大きい数  

(例) 
5
6 ×

𝟔𝟔
𝟓𝟓 = 1 → 積(1)はかけられる数(5

6
)より大きくなった 

   

 
5
6 × 1 =

5
6  

   

 
5
6 ×

𝟒𝟒
𝟓𝟓 =

2
3 → 積(2

3
)はかけられる数(5

6
)より小さくなった 

 １より小さい数  

○大  

○小  

1／ 
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